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はじめに
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こ ど も 基本法では、こ ど も の権利条約の「意見の尊重」、「最善の利益」

の趣旨を 踏ま え、基本理念において、こ ど も ・若者の社会参画と 意見

反映を 進めて いく こ と を 求めて おり 、ま た 、こ ど も 施策の策定等に

当たっては、こ ど も 等の意見を 反映さ せる ために必要な措置を 講ずる

こ と を 国や地方公共団体に義務付けています。

こ れら を 踏ま え、政府は、こ ど も や若者の「意見を 聴き 、対話しながら 、

と も に進めていく 」と いう 方針のも と 、こ ど も ・若者の意見反映・社会

参画を 推進しています。



懇談会等（329）審議会等(130)

有識者等専門委員等委員

3,848人7,120人1,883人総数

7 1人 (1.85％)10 7 人 (1.52％)2 1人 （1.12％）3 0 代以下(割合)

こども ・若者登用の現状

2

各府省庁の審議会等における 1 0 代から 3 0 代の委員の任命は2 ％以下

こ ど も ・若者の意見反映・社会参画を 進めていく 観点から 、こ ど も ・若者の

審議会等へのさ ら なる 登用を 進めていく こ と が必要です。

こ のため、本専門委員会と して、こ ど も ・若者の審議会等への登用の推進

に向けた基本的な考え方を 、ま と めま した。

令和6 年、こ ど も 家庭庁調べ( 1 3 0 の審議会等の委員及び専門委員等、3 2 9 の懇談会等行政運営上の会合の有識者等の年代を調査）



こ ど も ・若者の 審議会等への

登用の 推進に 向け た 基本的な 考え 方
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こ ど も 大綱など の趣旨を 踏ま え、候補者の

検討段階において、下記のよ う な会議では、

特に、こ ど も ・若者委員の登用を 積極的に

検討してはど う か。

こ ど も ・若者が現時点において当事者と なり う る 事項に

ついて議論を行う 会議

中長期的な課題、基本的な政策、重要事項等について議

論を行う 会議

当該分野に関する 若手学識経験者がいる 会議



こ ど も ・若者の 審議会等への

登用の 推進に 向け た 基本的な 考え 方
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こ ど も ・若者委員を登用した会議においては、意見を言いや

すい環境づく り に向けて、こ ど も ・若者の年齢及び発達の程

度に応じて、運営への配慮を積極的に検討していただき たい。

例えば、

開催手法や議事運営に関する 意向や要望等について、こ ど も ・若者から あら か

じめ聴取する 。

その結果は、事務局や他の委員に情報共有を 行う と と も に、可能な限り その意

向を踏まえて対応する 。

新任のこ ど も ・若者委員向けに、会議の所掌事務、今後の審議予定、運営方法や

議事の流れなど についての情報提供を 行う こ と で、会議の仕組みや流れにつ

いて、あら かじめ知っても ら える よ う にする 。

当日の議題や会議用資料、議論が期待さ れている 事項等について、こ ど も ・若

者委員に対して、時間的余裕をも って情報提供する こ と で、こ ど も ・若者委員が、

考えをまと めら れる よ う にする 。

事前に確認していたこ ど も ・若者委員の意向を踏まえて議事進行が行われてい

たか、座長・事務局間で確認し、改善でき る 事項については、改善につなげる 。

その他、こ ど も ・若者の視点に立ち、各会議に即した必要な工夫を していただ

き たい。

（具体的な取組の工夫例は、別紙1を参照）



こ ど も ・若者の 審議会等への

登用の 推進に 向け た 基本的な 考え 方
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政策決定過程への参画促進と いう 趣旨に鑑み、

会議の委員と して任命が難しい場合であっても 、

会議の所掌事務等に応じ て 、こ ど も ・若者のみ

で構成さ れる 下部組織やWG 等を 設置あ る い

はこ ど も ・若者から のヒ アリ ング等の開催を 検

討する こ と で、「こ ど も ・若者参画」の促進につ

ながる のではないか。



こ ど も ・若者の 審議会等への

登用の 推進に 向け た 基本的な 考え 方
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こ ど も ・若者委員の登用実績のある 会議の事務

局から 、留意事項や、登用したこ と によ る プラ

ス の影響など の情報を 他の事務局へ共有する

など も 積極的に進めていただき たい。



こ ど も ・若者の 審議会等への

登用の 推進に 向け た 基本的な 考え 方
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最初か ら すべて を 実施し よ う と する こ と で 、

組織の中で、こ ど も ・若者委員の登用について過

度な負担感が生じる こ と は本意ではないため、そ

れぞれの事務局の状況を踏まえて、まずは「でき

る こ と から 」始めてみていただき たい。

そして、少しずつ、取組を深化さ せていただき たい。



まと め
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こ ど も ・若者の審議会等への登用の推進に向けた基本的な考え方は、

こ ど も ・若者の参画の推進につながる だけでなく 、会議における 活発

な議論にも つながる ため、こ ど も 家庭庁から 各府省庁及び地方自治

体並びに各種会議の座長に周知を 行い、取組を 推進してく ださ い。

併せて、こ ど も ・若者のさ ら なる 参画の推進に向け、別紙2 の取組も 進

めてく ださ い。



別紙1 こ ど も ・若者が参画しやすく なる 具体的な取組の工夫
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会議の準備について

【具体的な取組の一例】

〈 こども・若者から要望の多かった事柄 〉

こ ど も ・若者を委員に任命する 際に、任

命する こ と と なった理由、どのよ う な立

場で参画が期待さ れている のか等につ

いて、こ ど も ・若者委員に対して丁寧に

説明してはど う か。（特に、「『若者代表』

と して気負わず、あ なた個人の意見を

言えばよ い」、と 伝えても ら える と 安心

する と の声は多い。）

新任のこど も ・若者委員向けに、会議の

所掌事務、今後の審議予定、運営方法や

議事の流れなど についての情報提供を

行う こ と で、会議の仕組みや流れにつ

いて、あら かじめ知っていただける と 、

過度な緊張を 生ま ずに第1 回の会議に

臨める のではないか。

こ ど も ・若者委員が、団体等の推薦によ

ら ず任命さ れた場合においては、所属

する 団体・学校等の理解を得られる よ う 、

事務局から 説明を 行う など 必要な取組

を行う こ と で、出席に気後れする こ と を

減らすこと ができ るのではないか。

〈 今後考えられるとよいこと 〉

•過去にこ ど も ・若者委員と して参画していた

者からの経験談や留意事項等を聴く 場を設け

る など 、「経験者」の知見を得ら れる よ う にす

る ための仕組みを 設ける と 「不安」の解消に

つながるのではないか。

• 新任のこど も ・若者委員が、他のこ ど も ・若者

委員やおと なの委員と の「横のつながり 」が作

れる よ う に、顔合わせの機会を 作れる と 、過

度な緊張を生まずに第1回の会議に臨める の

ではないか。

•他の委員や職員など 、窓口と なる 者を用意で

き る と 、こども ・若者委員が様々なこと を気軽

に相談でき る よ う になる のではないか。
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各回の会議の開催準備

開催日時を 決定する 際に、各委員の希

望の日程を照会する こと で、多く の出席

者が見込める のではないか。その際、開

催日時の候補と して可能性が高い日程

を可視化したり 、次回開催日の連絡のめ

どを明示したり する など、回答者側の効

率を 考慮した手法が工夫でき る と ス ケ

ジュール管理や調整がしやすく なる ので

はないか。

当日の議題や会議用資料、議論が期待

さ れている 事項等について、こ ど も ・若

者委員に対して、時間的余裕をも って情

報提供し、必要に応じて、理解に資する

資料や説明を提供でき る と 、考えをまと

める のに資する のではないか。

事前に聴取したこど も ・若者委員から の

開催手法や議事運営に関する 配慮等に

ついて、事務局から 、議事進行を行う 座

長や他の委員に対して情報共有を 行っ

て理解を得られる と 、その実現が図り や

すく なる のではないか。また、対応が困

難な事柄については、こ ど も ・若者委員

に、丁寧に事前に説明でき る と よ いの

ではないか。

〈 今後考えられるとよいこと 〉

• こ ども ・若者委員が複数人いる 場合は、事務局によ る 事前説明を

合同で実施したり 、こ ど も ・若者委員間で、情報共有や事前相談

等を行ったり する よ う な機会や場がある と 、こど も ・若者委員間

で考えを確認したり 、整理したり する こ と ができ る のではないか。

【具体的な取組の一例】

〈 こども・若者から要望の多かった事柄 〉

別紙1 こ ど も ・若者が参画しやすく なる 具体的な取組の工夫



【具体的な取組の一例】

別紙1 こ ど も ・若者が参画しやすく なる 具体的な取組の工夫
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会場設営や当日の運営等

こども ・若者委員が参加に際して、萎縮するよ う に感じる要素をでき るだけなく せる と よ いのではないか。

特に、こども ・若者委員が1人のと き は留意でき る と よ いのではないか。

〈 今後考えられるとよいこと 〉

• 議事進行の中で、座長や事務局、他の委員から 、

こ ど も ・若者委員の発言に対する 受止めを 伝えら

れる と 、こ ど も ・若者委員が、「自分の意見が的外

れでないか」等不安を抱かずにすむのではないか。

•会議前後でのコ ミ ュニケーショ ン・アイスブレイク

を設けられる と 、こども ・若者委員が他の委員と も

良い関係を築く のに資する のではないか。

•会場の雰囲気をなるべく 柔らかく する 。

•委員の周囲を職員や傍聴者が取り 囲むこと で圧迫感が生じたり 、

席間を離して委員相互のコミ ュニケーショ ンがと り づら く なった

り しないよ う にする 。

•議事進行について、座長が配席順に機械的に指名する ほう が話

しやすいこ ど も ・若者と 、挙手制のほう が話しやすいこ ど も ・若

者と 、ど ちら も いる ので、事務局で思い込まずに意向を確認す

る 。

• 開催手法や服装、当日資料の配布方法等について、こども ・若者

委員の意向も 踏まえつつ、柔軟に対応する 。

• こども ・若者委員が議論の状況を追いやすく 、意見を言う ための

準備が容易になる よ う に、スク リ ーンやホワイト ボードを用いて

会議の中で出た意見を表示する など工夫する 。

〈 こども・若者から要望の多かった事柄 〉



【具体的な取組の一例】

別紙1 こ ど も ・若者が参画しやすく なる 具体的な取組の工夫
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開催後について

〈 今後考えられるとよいこと 〉

•議事に直接的に関わら ない事柄であったと しても 、事務局職員の受止めや

感想を 、委員の言動を制限しないよ う 留意しつつ、こ ど も ・若者委員に伝え

られる と 、こども ・若者委員の安心感につながる のではないか。

事前に確認していたこ ど も ・若者委員の意向を踏まえて議事進行

が行われていたか、座長・事務局間で確認する と と も に、こど も ・若

者委員と も 点検を 行う 。改善でき る 事項については、速やかに座

長・事務局と 共有し、改善につなげる と と も に、こど も ・若者委員の

さ らなる 意欲的な参画につなげられる と よ いのではないか。

〈 こども・若者から要望の多かった事柄 〉



別紙2 さ ら なる こ ど も ・若者参画の推進に向けて
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さ ら なる こ ど も ・若者参画の推進に向けて、こ ど も 家庭庁、本専門委員会を中心に、下記に
取り 組める と よ いのではないか。

こ ど も ・若者委員の登用に向けた取組を推進していく ため、

各会議の所掌事務等に照ら して、こ ど も ・若者参画を 必要

と している 会議の有無を調べる と と も に、登用に当たって

の障壁と なっている 事項について調査する 。

各地の会議に参加している こ ど も ・若者委員が、互いに情

報共有でき る よ う な場を作る など の参画の推進に向けた

取組を実施する 。

委員以外の「多様な」こど も ・若者の声をどのよ う に確保す

る かと いう 方法についても 、継続的に検討する 。

こ ど も ・若者が委員と して参加している 事実、こ ど も ・若者

委員自身や周囲のおと なの委員の感想等について、積極

的に世の中に発信する 。これによ り 、社会全体のこども ・若

者の会議への参画に対しての理解を推進する よ う 努める 。

こ ど も ・若者が、普段から 社会の中で意見を 言う 経験を し

ていなければ、会議の場で意見を述べる こ と は、こど も ・若

者にと って、慣れないこ と を しなければなら ない、非常に

ハードルが高いも のと なってしまう 。したがって、会議の場

のみなら ず、あら ゆる こ ど も や若者が、家庭や学校、地域

などにおいて意見を形成し、日常的に意見を言い合える 機

会などを持つこ と ができ る よ う 、環境づく り と 気運の醸成

に向けた普及啓発等をはじめ、国や自治体の取組を積極的

に推進していく 。


